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講 師 八木  滋さ ん（大阪歴史博物館学芸員） 

関連講演会 

 

 

 

 

 

  

  
 
  

日  時  ７月９日（ 日 曜 日 ） 14 時から 15 時 30 分 
 
会 場 大阪府立中央図書館 2 階大会議室 
 
 

展示 

「江戸時代の大坂の港と舟運」 

 

http://www.library.pref.osaka.jp/site/central/


 

から 

 真中「カタロ(かっぱ)」・右上「幽霊」・右下「ろくろ首」資料提供：国際日本文化研究センター 

７/１４(火) 

 

 

 

 

 

 

               

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演概要 

大阪の地は瀬戸内海の東端に位置し、古代の難波津以来、港として栄えてきました。とくに 

江戸時代には、「天下の台所」と言われるように全国的な流通の中心地となりました。それ 

を支えていたのが舟運です。それは、全国を行き来する廻船や、市中に張り巡らされた堀川 

を行き来する上荷船（うわにぶね）や茶船（ちゃぶね）などでした。また、港のようすも現 

在とは少し異なっていました。今回の講演会では、大阪「開港」前史として、江戸時代の大 

坂の物流を担っていた港と舟運についてお話します。 

 

 

 

〒577-0011 

東 大 阪 市 荒 本 北 １ - ２ - １ 
ＴＥＬ ０ ６ （ ６ ７ ４ ５ ） ０ １ ７ ０ 

ＦＡＸ ０ ６ （ ６ ７ ４ ５） ０ ２ ６ ２  

「江戸時代の大坂の港と舟運」 

※講演会の参加に際して、障がい等の状況により、配慮が必要な方は事前にお知らせください。  

問い合わせ先 

大 阪 府 立 中 央 図 書 館  
生 涯 学 習 事 業 担 当 

 

[アクセス] 

○近鉄けいはんな線（地下鉄中央線乗り入れ） 
荒本駅下車（１番出口）北西へ約 400Ｍ 
長田駅下車（３番出口）北東へ約１０００M 
東大阪市役所北側 

大阪歴史博物館 特集展示のご案内  

「 大阪町めぐり 安治川と天保山 」 

今回の「大阪町めぐり」では、大阪港が開港して今年で 150 年目を迎えることから、
大阪の港にゆかりの深い安治川と天保山を取り上げます。 

会     期：平成２９年６月２１日（水曜日）から８月２８日（月曜日）まで 
    火曜日休館。ただし８月１５日（火曜日）は開館 
開館時間：９時３０分から１７時３０分 
      （会期中の金曜日は２０時まで開館 ただし、６月２３日・６月３０日・７月７日を除く） 
    ※入館は閉館の 30 分前まで   
観 覧 料：大人６００円、高校生・大学生４００円、中学生以下無料 
       (常設展示観覧料でご覧いただけます。) 
アクセス：地下鉄中央線・谷町線「谷町四丁目」駅②号・⑨号出口 
    大阪市営バス「馬場町」バス停前 
 
 

http://www.library.pref.osaka.jp/site/central/index.html

